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研究報告書 

 

2017年9月～2018年4月の期間、インフォームドコンセントにより同意を得られた218例の子宮内膜液

状化細胞診検体を採取し、そのうち解析に必要なDNA量が得られ、遺伝子解析で十分なリード数が

得られた195例で、Cancer Hotspot Panelによる遺伝子解析を行った。 

195例の中で34例は子宮体がんと診断された。34例のうち24例は細胞診で陽性・疑陽性とされ、細

胞診のみの感度は71%であった。一方遺伝子解析では、これらのがん34症例中27例で病的変異を検出

し、感度は79%であった。細胞診で疑陽性以上または遺伝子解析で病的変異陽性であった症例は31

例であり、細胞診と遺伝子解析の併用での感度は91%であり感度の上昇が認められた。子宮内膜増殖

症10症例では、全例で細胞診陰性であったが、遺伝子解析で7例に病的変異を認めた。子宮内膜ポリ

ープの症例は7例あり、全例で細胞診陰性であったが、遺伝子解析で2例に病的変異を認めた。これら

の結果は、液状化細胞診検体の遺伝子解析が、腫瘍性病変の検出感度を向上させることを示唆して

いる。現在これらの結果を論文にまとめている最中である。 

 

 


